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高密度金属のThomas-Fermi-Dirac(TFD)理論に対する電子の相関効果はLewis,Salpeter-






































④ 結晶化は電気抵抗が増加する約 520℃で始まり,約 540℃-約 620℃の急激な電気
抵抗の減少は結晶粒成長によるものである｡
④ 熱処理 (-500℃)によって非晶質相よりまず Co2Si,Co(hcp)が析出し,続いて
co2B,Co3Bが析出する｡～700℃でCo-Fe(fcc)が析出し, さらに高温(～900℃)
で熱処理を行なうと最終安定相 としてCo-Fe(fcc),Co2Si,Co2Bが得られる｡
③ 低い温度で結晶化させると,結晶粒は小さく密度は高 くなる｡
④ 示差熱分析により,結晶化温度以下の熱処理の差異が,結晶化過程に影響を与える
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